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今号ではカザフスタンの近年のロジスティクス動向を取り上げる。ロシアによるウクライナ侵攻や中

東地域の情勢緊迫化などを受けて、代替物流ルートの開拓・開発への需要が世界規模で高まって

いる。そのような情勢下にあって、中国から中央アジア・コーカサスを経由して欧州方面へと至る「中

央回廊」のルート上にあるカザフスタンに対して、ロジスティクス面からの関心が高まっている。以下、

2023年の統計資料や報道などを基に、カザフスタンにおける物流部門の現状、トランジット輸送の

動向、カスピ海海運の現状などについて概観していく。 

 

 

2023年のカザフスタンにおける貨物輸送実績は、重量にして９億8,069万ｔ、ｔ・kmにして5,013億

ｔ・kmと、それぞれ対2022年比で4.2％および3.0％の増加となった。旅客輸送実績については15億

7,994万人、人・kmにして727億5,370万人・kmと、同じくそれぞれ7.7％および9.3％の増加となった。 

以下、輸送モード別にみてみる。まず鉄道では、貨物輸送の実績は４億1,636万ｔ、ｔ・kmにして

3,268億ｔ・kmと、同じくそれぞれ2.7％および4.6％の増加となった。旅客輸送実績では、1,983万人、

人・kmでは161億1,300万人・kmと、それぞれ2.1％増加および1.6％減少となった。  
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